
多元横浜読書会                                     ２３－３－１修正 

                                                 清水 淹 

＜今回＞３２３回目 ２０２３年２月２７（月）１４時～１７時 ６０１会議室 

読書は１０冊目「失われた九州王朝」 再読 ｐ４３８、壬那日本府  より  

 

＜前回＞３２２回目（２２－２－６）出席者９名   

資料１）（２２－１－３０－１）前回のまとめ（清水） 

、２   ２）新聞報道、銅戈の鋳型発掘（榛葉） 

                                                                                                                                                                                                      

A 報告 今回から高木氏が参加される。東戸塚の古代史講座を受けられた。相互に簡単な自己紹介をした。が

高木氏は大墨氏と同年の生まれ、東戸塚のイオンの近辺に住まわれている。これからも一緒に勉強していき

ましょう。 

榛葉氏から東戸塚の広報紙で日本古代史講座が披露された。４月１２日から８月２３日の第２・４水曜日９時４５

分から１１時３０分、募集人員３５人、全１０回で２０００円、3 月２０日までで申し込み受付、抽選。いつも申込者

多数のため、東戸塚地区センターから講座の継続を期待されている。 

 

B 資料―２）弥生期の広形銅戈の鋳型が発見された。福岡市高畑遺跡、鋳型の両面そろって発見されたのは

全国で初めて。鋳型は８例目。広形は実用兵器ではないので祭祀用とみられている。材質は石英長石斑岩。

長さ４４㎝、幅約２１㎝、２つ併せて厚さ１５ｃｍ。高畑遺跡は１９７３年から調査を開始し、昨年２０２２年５月に地

表から１．５ｍの弥生土器廃棄場所から同時に出土し、溶かした青銅を入れる器も見つかった。２雉がこの 

 

C 読書 ｐ４３２ 編者の選択   

１） 編者の選択 ①仏教伝来の国内伝承、戊午（５３８年）説 ②百済本紀の壬申（５５２年）説民間資料翔だい

とく。国内伝承より海外伝承を取る。代表的な事項は継体天皇の死亡年次、庚寅年（継体 8 年）と辛亥年

（継体２５年）、安閑天皇の引継ぎ年次は継体２８年であったのに、百済本紀の日本天皇、太子、皇子とも３

人同時に亡くなったという記事を採用して、この矛盾は後の人よく考えてくださいと史書に記した。 

２） 七支刀、七子鏡 伝来記事 ①国内伝承として古事記に。応神、阿直岐 横刀 大鏡 ②百済記、壬申

（373 年）神功 52 年、久氐等七支刀，七子鏡、種々の重宝、②を日本書紀は採用した。継体のときのような

注記はない。仏教伝来と同じだから、仏教伝来は九州王朝伝来を取り込んだ。 

２）３） 七支刀、七子鏡と同じく仏教伝来の記事も九州王朝に対する方が鄭重であり、本格的である。磐井の

滅亡前後を思うと百済の九州王朝の正当性に対する態度が一貫している。釈迦金銅仏の伝来、壬申喜楽と

改元（海東諸国記）と贈与が関連している。（百済聖明王からは３８４年伝来） 

４） 従来解き難かった仏教初伝を巡る難問が九州王朝先在との仮定に立つと、明快に解くことが出来る。隋書

に（九州王朝には）文字、仏教はほぼ同時期であり、百済に仏経を求得し、始めて文字あり（隋書俀国伝）の

伝来ではなく、求得したもの。天皇家は東方に介居していた。（そうすると日本書紀 552 説は九州倭国伝来

を記したものを登用したとすれば、５５２－60＝492 壬申になるのか）近畿には５３８年に伝来した。 

 

３） ２  

４） 九州年号の最終証明。 

① 金印―卑弥呼―倭の５王―多利思北弧と一貫した九州王朝、斉明５年（６５９年）天皇家の使者と衝突 
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 したのを知った。（高山説では近畿天皇系の 2 派の衝突） 

② 冊府元亀 これは北宋の大中祥符 6 年（1013 年）皇帝の勅を奉じた、14 巻の百科事典。これの倭国 

 の最終貢献記事が咸享元年（670 年）倭国王使いを遣わし、高麗を平ぐるを賀す。長安元年（701 年）

日本国使いを遣わし、其の大臣朝臣、人を貢し、方物を貢す。とある。九州年号が 700 年まで続いて

いる。この事実がこの年まで九州王朝が列島の正規の代表者であり、近畿天皇家ではなかったことを

示している。 

③ 九州年号研究史の問題性 江戸時代の研究論文は膨大で明治以降は火の消えたような寂しさだ。江 

 戸期までは知的興味の対象でしかなかったのが、明治期は日本書紀に示された天皇家の年号が歴史教

育の根幹となり、国家の根幹をなした。大宝以前の 3 年号、大宝以降現代まで連続したのに対して、それ

以前に九州年号があったことは国家の根幹、天皇制に対する信頼性を損ねる影響を持つ。 

  

次回 ２０２３年２月６日（月）   １４時から１７時 ６０２会議室 

           ３月３日（金）  １４時から１７時 ６０２会議室 

     ３月２７日（月） １４時から１７時 ６０１会議室 

     4 月 10 日（月） １４時から１７時 ６０２会議室 
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